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は し が き

門 真 市 の 北 部 は 、 低 湿 地 が 広 が る市 域 の 中 で 、 比 較 的

高 くな っ て お り ま す 。

市 内 に 所 在 す る遺 跡 は 、 「三 ッ 島 遺 跡 」 を除 きす べ て

が こ の 地 に 集 中 し、 高 ま りを 利 用 し て生 活 が 展 開 さ れ て

き ま した 。

今 回 調 査 い た し ま し た 晋 賢 寺 遺 跡 は、 昭 和59年 ま で

大 阪 府 教 育 委 員 会 に よ り調 査 さ れ て い た もの を 、 門 真 市

教 育 委 員 会 が 引 き継 い だ もの で す 。

調 査 で は「、 弥 生 時 代 前 期 の 土 器 が 発 掘 さ れ 、 市 の 歴 史

を書 き換 え る 成 果 が あ り 、 意 義 深 い もの と な り ま し た 。

こ の 度 「普 賢 寺 遺 跡 発 掘 調 査 概 要 ・1」 を刊 行 す る に

あ た り、 調 査 に ご協 力 い た だ い た 関 係 各 位 を は じ め、 調

査 に参 加 さ れ た 方 々 に 深 く感 謝 い た し ま す と と も に 、 今

後 の 調 査 に お き ま して も ご 理 解 と ご 協 力 を 賜 りま す よ う

お 願 い 申 し上 げ ま す 。

平 成2年2月

門 真 市 教 育 委 員 会

教育長 村 田 温 雄



例 口

1.本 書 は 、門 真 市垣 内 町549-17で 計 画 され た

店 舗 付 共 同 住 宅 の 建 設 に 先 だ っ て 実 施 した

埋 蔵 文 化 財 発 掘 調 査 概 要 報 告 書 で す 。

2.調 査 に あ た っ て は 、 高 橋 昭 夫 氏 の 多 大 な

協 力 を 得 ま し た。

3.現 地 調 査 は 門 真 市 教 育 委 員 会 社 会 教 育 課

宇 治 原 靖 泰 が 担 当 し、 昭 和60年11月25日 に

着 手 し、 同 年12月12日 に終 了 し ま した 。

4.本 書 の編 集 ・執 筆 お よ び 遺 物 の 写 真 撮 影

は 宇 治 原 靖 泰 が お こ な い 、 土 器 観 察 表 は宮

本 順 子 が 作 成 し ま し た 。

5調 査 ・整 理 に は 、 富 田 芳 之 、 宮 本 順 子 、

国 分 政 子 、 畠 中 順 子 、 秋 山 由 紀 の 協 力 を 得

ま した 。

6調 査 ・整 理 に あ た り福 田 英 人(大 阪 府 教

育 委 員 会)、 梶 山 彦 太 郎 の 両 氏 よ り ご 教 示

を 得 ま し た 。 こ こ に 記 し て 感 謝 の 意 を 表 し

ま す 。
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第 ユ章 調査の経過

普賢寺遺跡(図1)は 、門真市垣 内町 ・幸福町(京 阪電車古川橋駅北側 一帯)

に所在 す る弥生 か ら江戸時代 の中世寺院跡 を中心 とす る複 合遺跡 であ る。

遺跡 は昭和58年 に市立第 一中学校給食棟 の工事 の際 に大量 の瓦が出土 し、寺

院 跡が発見 された ものであ る。

昭和59年 か ら門真市古川橋 駅北区画整 理事業 が実施 され ることにな り、 これ

に先立 ち大阪府教育委員会 に よる発掘調査が行 われた。 この発掘調査 で寺院 に

関係す る遺構、遺 物 が出土 し、その他、弥生 ・古墳 時代 の遺物 が出土 しだ。

今回 の調査 は大阪府教育委 員会 の既調査 地の北側 に接 す る地で、昭和60年11

月 に店舗付共同住 宅 の建設 計画が な され たた め、門真市教育委員会 が事業主 よ

り依頼 を受 け発掘調査 を実施す ることになった ものであ る。

調査 地 は建物 の規模 に合 わせ、南北17m、 東 西7mの 長方形 に設定 し、約

120m・ を調査 す ることと した。残土 は近 くに空地 が あったため仮 置場 と した。

調査 は昭和60年11月25日 か ら同年12月12日 まで行 った。

調査 は地表下約0.4mま で重機 で盛土 を除去 し、以 下の包含層 は人力 で堀削

した。 包含層 は古墳時代 か ら近世 の遺物 を含むが、中世 の遺物 が圧倒 的 に多 く、

瓦 が多 くみ られた。

遺構 は、弥生 ・中世 ・近 世の ものがみ られたが、溝1は 室町時代 を中心 とす

る瓦 が多数 出土 し、寺院 と関連 ある遺 構 と考 え られ る。土壙6か らは弥生 時代

前期 の壷 が出土 し、門真 の歴史 を遡 らせ るもの と して塗 目された。
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第2章 位置 と環境

門真市 は大阪 府の東北 部 に位置 し、東 を寝屋川市、 西 と北 を守 囗市、南 を大 、

阪市鶴見区 と大東市 に接 す る面積12.21kげ 、人 口約14万 人 の市 であ る。淀川 左

岸 にひろが る低湿地 に市域が含 まれ、 南部で は現在 も蓮根 、 くわ いが生産 され

ている6

縄 文時代 は、全市域 が海底 と考 え られ てお り、地下数 メー トルの ところでカ

キ等の貝穀 が出土 す る。大和 田遺跡 の銅鐸 が示す よ うに陸地化 は弥生 時代以降 、

北部 か ら進んで い くので あるが、水 はけが悪 く至 るところに湿地 が残 り、淀川

を は じめ とす る大小 の河川 の氾濫 によ る水害 に しば しばみまわれ る土 地であ っ

た。

今 回調査 の普賢寺遺跡 は、陸地化 の過 程 で形 成 され た東 西に延 びる微 高地上

に営 まれてお り、市 内 にある遺跡 の多 くは こう した微高地上 にあ るもの と考 え

られ る。

調 査地位置図1/5000 図1普 賢寺遺跡位置図



第3章 遺構 と遺物

第1節 土 層(図2)

第1層 は盛土。第2層 は耕作土。第3層 か ら遺物 が包含 されて いる。第4層

は近世 の溝 の埋土。第5層 は近世遺構 のベ ース面 で 中世の遺物 を包含 してい る。

第6・14・15・19・20層 は中世 の遺物 を包含 して い るがi奈 良 ・古墳 時代 の遺

物 も含ん でいる。第7・8・9・10・11・13層 は中世の溝の埋 土 であ る。第16

層 は中世遺構 のべ 一スとな る層 で、調査 地全体 にみ られ、遺 物 はほ とん ど含ん

でいない。第12・17・18層 は無遺物 層 であ る。

第2節 遺 構

遺構 は調査地 の南側 に集中 し、溝 ・土壙等が検 出 された。

土 壙1(図3)

調査地 の南東端で検 出 した。不整形 で、深 さは約0.25m、 土 師質 の小皿 片が

出土 した。

土 壙2(図3)

調 査地 の南端 で検出 した。不整形 で、深 さは約0.lm、 土師質 小皿、瓦片 が出

土 した。

土 壙3・4・5(図3)

調査地 の中央 、南よ りの ところで検 出 した。土壙3は 最 大径1.65祝 の 橢 円

形 で、深 さ0.25m。 土壙4は 最大径0.9mの 橢 円形 で、深 さ0.1mで ある。土

壙5は 最 大径1.4mの 不整形 で、 深 さは0.2m。 これ らの土壙 内よ り陶器 片、

土 師質小皿等 が出土 したo

一3一



土 壙6(図4)

調査地 の南東隅 で検 出 した。遺構 は調 査地外 に延 びていたため遺構全体 を調

査 す ることがで きなか った。土坑 の上面 は約1.2m程 の隋 円形 で、深 さは溝1

によ り削平 を受 けてお り約0.3mが 残存 して いた。 弥生 時代前期 の壷 が出土 し

た。

溝1(図4)

調査地 の南 と東 の壁 に沿 うよ うな形 で検出 した。幅 は溝 が調査地外 に及ぶ た

め明 らか にはで きな か ったが、広 い ところで約4m、 深 さは0.6mで あ る。傾

斜 はほ とん ど認 め られず、粘土 が埋土 とな って お り、水 の流 れ はほ とん どなか

ったので はないか と思われ る。出土遺物 の 多 くは瓦で、土 師質皿 、瓦器椀 、天

目茶椀等室町時代 の ものが み られた。 出土遺 物 に余 り時期 差が認 め られ ないの

で、 この溝 は比 較的短期間 に埋 った ようで あ る。
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T.P.+1Tn

西壁土層断面図

TP+Im

1盛 土

2耕 土

3茶 灰色ソル ト

4淡 灰褐色細砂

5茶 灰色砂混り粘{'

6暗 灰 色粘度

7暗 青褐色砂混り粘土

8緑 褐色砂質 シル ト

9暗 緑灰色小礫混り粘h

10暗 青褐色砂質 シル ト

11暗 灰緑色砂混り粘L

12淡 青灰色シル ト

13緑 黒色粘土

14暗 茶灰色砂質 シル ト

15〃 砂混り粘土

16茶 灰色粘土

17淡 黄灰色粘土

18淡 青灰色粘 土

19暗 茶灰色砂混り粘L

20緑 灰色細砂

図2西 壁(上).北 壁十層断面図

0 5m一
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図3遺 構平面図(近 世)
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第3節 遺 物

この肇輝調査 で は弥生 時代 前期 の土 器 を はじめ、古墳 時代 の円筒埴輪 、中世

の土器 や瓦絵出よ した。遺 物の量 で は室 町時代 と思われ る瓦が圧倒 的 に多 いが、

細 片 が 多 く 図化 踏 きなか った。寺院跡 が近 くにあ る ことを示 して いる。

弥生 時代前期 の土器 はいず れ も壷形土器 で、 口頸部、体部、底 部の破片が土

壙6よ り出土 した。破井 は各 々別 な個 体 と思わ れ る。'

口頸部 の破 片 は口径 一;34L7/1、器高60c況 程度 に復原 で きる。 口縁端部 に箆描 の斜

格子 文、頸 部 に9本 と3本 以上 の箆描沈線文 が施 されて いる。調整 は口縁部外

面 は ヨコ方 向 のハケ、頸部 は ヨコ方 向 のハケ、内面 は口頸部が ヨコ方 向の ヘラ

ミガキ、頸部 に ヨコ方向 のハ ケがみ られ る。色調 は外面 が灰茶色 、内面 は暗茶

灰色、胎土 は大粒 で角の丸 い石英 を 多 く含み、 チ ャー トとみ られ る粒 も微 量 含

まれ る。

底 部の破片 は底径12.5c況 。色調 は灰茶色、胎土 は大粒 で角 の丸 い石英 を多 く

含 み、 チ ャー トと み られ る粒 も少 しみ られ る。調整 は傷 みが著 しく不明 であ る。

ま と 蹠 か え て;..

今回の調査 では、遺跡 の全容 を知 るには及 ばなか ったが、弥生時代前期 には こ

の付近 が 陸地化 きれ、生活が営 まれ ていた こ とが明 らか になった。 また円筒埴

輪 の出土 は、付近 に古墳が存在 す る可能性 を示す もの と して注 目され るもの で

あ るQ

また大 量に出土 した中世の瓦等 によ り、普賢寺遺跡 の中心 をなす ものは寺院

跡 で、今 後調 査が進 めば、建物跡 等 の具体 的な様相 が明 らかに なってい くもの

と思 われ る。

遺跡 の全容 をつかむためには、今鋒周辺 の広 範囲 な精 査が必要 で ある。
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図5土 塘6出 土弥生土器実測図
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、図6一 出 土 土器 実 測 図
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土 器 観 察 表

番 法 量(砌)
種器 器形 形 態 の 特 徴 手 法 の 特 徴 色 調 ・ 胎 土

号 □径 器高
「.

1 瀬戸美濃 椀 8.2 3.6 ・体部は内傾ぎみに立ち上がり o左 回転の回転 ヘ ラ削 り 。体 部外面 ・内面は茶 ・茶褐 色

天目 返りは浅く口縁部は丸くおさ O底 部は右回転の回転ヘラ削り の釉薬が外面底部付近を除き

め る 。 中央部は削り 施 され る。
。底部 高台内の中 グ リは浅 く、 。 ロ ク ロび きで 、 胴 部 に ロ ク ロ 。胎 土 密 灰 白色な い しク リー

宰
平 らで ある。 目が 残 る。 ・・… ム色であ るδ

2 瓦 器 椀 14.0 不明 。体部 はゆるやか に内彎 して立 Q体 部外面 は ヨコナデ、内面 は 。体 部外面 ・内面 とも黒灰色 、

ち上が る。 ヨコナデの後 に粗略 な暗文 を Q断 面 淡灰色

o口 縁端部 は丸 くおさめる。
,

施す。 ・胎土 密

3 瓦 器
卩
椀 13.6 不明 ・体部 は内彎ぎみiL立 ち上が り、 O体 部外面 は ヨコナデ、内面 は、ρ全体 に黒灰色 を呈す るが 、外

口縁 近 くでや や外反 す る。 ヨコナデの後に暗文 を施す。 盆 面には重ね焼きとみられる炭

.
素の吸着していない部分があ

る。

幽ド
。胎土 密 径1mmL,1下 の砂粒 を

少量含むδ

4 瓦 器 椀 10.2 不明
「

o体 部はゆ るやか に内彎 した後 ・体部外面は指頭圧痕 。体部外面 ・内面 とも黒灰 色、

やや内傾 し《立 ち上が る。 o口 縁部近 くは ヨコナデ 。断面 淡灰褐色

o口 縁端部は丸 くおさめ る。 。体部 内面は ヨコナデの後 に暗 o胎 土 密

文を 施す。

5 瓦 器 椀 10.6 不明 ・体 部はゆ るやかに内彎 して 立 ・体部外面は指頭圧痕
F

o体 部外面 ・内面 と も黒灰色、

ち上が る。 。口縁 部近 くは ヨコナデ 。断面 淡灰色

o囗 縁部内面 に一条の沈線 。体部 内面は ヨコナデの後 に粗 ・胎土 密

略 な暗文を施す 。

6 瓦.器 椀 12.0 不明 ・体部はゆ るやかに内彎す る。 。体部外面は指頭圧痕
;魍

・全体に黒灰色を呈するが外面
幽蕚

「
P
、 。□縁部は丸 くおさあ る。 o口 縁 部近 くは ヨコナデ には重ね焼きとみられる炭素曾

。体 部内面は ヨコナデの後 に粗 の吸 着 して いない部分があ る。

略な暗文を残 す。 。断面 淡茶灰色

。胎土 密 径1 .5㎜ 程 度の砂粒

・を少 量含む。

7 磁 コ器 椀 3.0 不明 。高台は高 く、中グ リが深 いひ o調 整 は器全体 に釉 薬がか か っ ・釉色は淡青緑色で全体に薄く

底部 (底 径) zい るため不明 か かる。

・胎土 ち密 白灰色

8 陶 器 椀 4.0 不明 。底部高台の 中グ リは深 い。 ・調整 は器全体 に釉 薬がか か っ 。釉色は淡茶色で全体に薄くか

底部 (底径) 。体部は内彎 して立ち上が る と ているため不 明 か る 。

推測 され る。 「 、
・胎土 ち密で淡茶色

9 陶 器 鉢 17.9 不明 o底 部か ら、ゆ るやか に内彎 し、
♪ 囑r

oロ クロで成形 してい る占考 え 。体部外面 淡灰黄色

直線的 に立 ち上が る。 られる。 。内面 淡茶灰色

・口縁部は外反 し、囗縁端 部は o断 面 淡茶灰色

丸 くお さめ る。

10 青 磁
竃、

浅鉢 10.6 2.9 o体 部はゆ るやかに内彎 して 口 。調整は器全体に種薬がかかっ 。体部外 面 ・内 面と も淡緑灰 色

縁部付近で外反する。 ているため不 明. ・体部断面 淡灰白色

。口縁部は尖 りぎみであ る。
丶

11 須 恵 器 杯身 10.6 不明 ・しっか りした高台がつ き内 ぐ
'齟

o底 部 外面 ・丙面 とも ヨコチデ o底 部 外 面 ・内面 とも暗灰色

底部 (底径) りも深い。 。断面 暗赤褐色

o底 部か らゆ るやかiL内 彎 して 。胎土 密

体部へ と続 く。

12 瓦 器 『 椀 3.8 不明 o断 面が三角形で端部をややっ 。体 部 外面内面 と もヨコナデ ・体部外面内面とも灰黒色

底部
司

(底径) まみ出す形態 の しっか り とし 。底 部外面 ヨコナデ 。胎土 密

た高台を もつ。 o底 部内面iL格子状の暗文がみ

られる。

13 瓦 器 椀 4.8 不明 。高台 はV字 形で し6か りして
厂

,o底 部 外 面 ヨコ ナ デ;・ o底 部 外面 ・内面 とも灰黒色

底部 (底径) い る。 o底 部内面 ナデ、ラセ ン状 暗文 。断面 淡灰黄色

がみ られ る。 ・胎土 密

一12=
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土 器 観 察 表

番 法 量(翩)
手 法 の 特 徴 色 調 ・ 胎 土器 種 器形 形 態 の 特 徴

号 □径 器高

14 瓦 器 椀 9.8 不明 ・体部はゆ るやかに 内彎 して、 ・体部外面 指頭圧痕 ・灰 黒色

□縁部 は丸 くお さめる。 ・体部内面 ヨコナ デ Q胎 土 粗 径2～3.5㎜ 程度 の砂

粒を少量含む。

15 土 師 質 小皿 8.1 i.o 。体部はやや内彎して立ち上が ・体部 外面 ・内面 ともヨコナデ ・体部 底部外面乳褐色

る。 Q底 部外面 圧頭指痕 Q胎 土 密

o口 縁端部 は丸 くおさめ る。

16 埴 輪 円筒 不明 不明 o幅2 .0(剏の低 い不整台形状 の ・体部外面14本/1 .5em単 位の o体 部外面 淡茶褐色

埴輪 タガを有す る。 ナナ メハ ケ調 整 ・体部内面 茶褐色

。透 しは 円形 であ る。 。体部内面 ナデ 。胎 土 密

・径1翩 以下 の砂粒 を多量iL含

む 。

17 瓦 質 鉢 23.6 不明 。囗縁部 は少 し下方 につ まみ 出 o体 部 、口縁部 と もヨコナデ ・体部 暗灰褐色

す 。 。胎土 密

18 瓦 質 鉢 18.4 不明 Q口 縁部 はやや肥厚 し、外傾 す Q体 部 、口縁部 と もヨコナデ Q口 縁部外面 黒灰色

る面 を もち、端部 は尖 りぎみ ・体部 外面 ・内面 とも灰 白色

に丸 くお さめる。 ・胎土 密 径2～35伽 の砂粒 を

少量含む。

19 瓦 質 すり鉢 :i 不明 ・体部 は連続 的にたちあが り、 ・体部 内面に粗 い5本 か らなる ・体部 外面 ・内面 と も黒灰色

囗縁端部は尖りぎみに丸くお 櫛状 工具でハ ケ メを っける。 ・胎土 や や粗

さ め る 。

zo 瓦 質 すり鉢 11.8 。体 部は直線 的にた ち上がる。 o体 部 外面 。内面 とも ヨコナデ 。体部外面 黒灰色

(底径) ・平底 ・7本 か らなる櫛 状工具で ハ ケ 。胎土 密 径1mm呈 度 の砂粒 を

メをつけ る。 多量 に含む。

21 須 恵 質 鉢 20.4 不明 。口縁部 は肥 厚 し、端部 はつ ま
.

。体部 口縁部 ともヨコナデ Q囗縁部が黒灰色のほかは暗灰

みあげ る。 色
。胎土 密 径1～2翩 程度の 砂

粒を多量 に含む。

22 備 前 すり鉢 29.6 不明 。体部 はやや内彎 してたち上が Q体 部 囗縁 部 ともヨコナデ ・暗赤褐色

る。 ・7本 か らなる櫛状工 具でハ ケ ・胎 土 密 径0 .5～3.0加 π程 度 の

・口縁 はつまみあ げて尖 る。 メをつ ける。 砂粒 を多量 に含む 。

23 土 師 質 鉢 15.6 不明 ・平底 」体部外 面 ヘ ラ磨 き 。体部 外面 。内面 と も暗 黒 褐

。体部 は直線的に立 ち上が る。 Q底 部 外面 ・内面 と もナデ 色、断面茶褐色
。黒色の物質を塗布 。胎土 密 径1～3㎜ 程度の 金

雲母 、石英 、有色 鉱物等を 多

量に含む。
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